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2安芸太田町議会だより

３月定例会で決まったこと!
　

こ
の
３
年
間
、
コ
ロ
ナ
禍
で
停
滞
し
て
い
た
も
の
が

緩
や
か
に
正
常
化
し
つ
つ
あ
る
一
方
で
、
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
も
１
年
を
過
ぎ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

確
保
・
物
価
高
騰
等
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
毎
日
の
よ

う
に
戦
禍
の
報
道
を
聞
く
度
、
早
期
の
解
決
を
望
む
ば

か
り
で
す
。

　

３
月
定
例
議
会
が
３
月
３
日
か
ら
３
月
16
日
の
14
日

間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
期
定
例
会
で
は
、
新
年
度
予
算
審
議
が
行
わ
れ
、

「
住
み
続
け
た
い
・
住
ん
で
み
た
い
」
ま
ち
づ
く
り
の

具
現
化
、
「
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
の
更
な
る
進
化
・

深
化
」
と
し
て
、
一
般
会
計
81
億
51
百
万
円
・
特
別
会

計
30
億
６
百
万
円
・
病
院
事
業
会
計
22
億
46
百
万
円
、

合
計
134
億
３
百
万
円
が
予
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託

さ
れ
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
の
個
人
情
報
保
護
法
の
改
正
に
伴
い
、「
安

芸
太
田
町
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
の

制
定
」
に
つ
い
て
及
び
、
議
会
議
員
の
長
期
欠
席
に
よ

る
議
員
報
酬
の
減
額
を
定
め
る
た
め
、
「
安
芸
太
田
町

議
会
議
員
の
議
員
報
酬
等
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
制

定
」
に
つ
い
て
、
議
員
提
出
議
案
と
し
て
審
議
し
、
い

ず
れ
も
可
決
し
ま
し
た
。 　

安
芸
太
田
町
議
会
議
長

　
　
中
本
正
葊

３
月
定
例
会
を
終
え
て

令和５年度一般会計予算の内訳
予備費
0.25%

人件費
17.54%

公債費
15.64%

扶助費
4.54%

普通建設
事業費
5.98%

補助費等
17.31%

物件費
20.94%

繰出金
8.66%

維持補修費
3.21%

貸付金
0.13%

積立金
5.80%

義務的経費
37.72%

投資的経費
5.98%

その他経費
56.29%

繰入金
8.37%

地方交付税
50.24%

町債
10.64%

国庫支出金
6.58%

県支出金
5.62%

町税
10.03%

自主財源
23.30%

依存財源
76.70%

歳出歳入

予算総額 81億51百万円
（対前年度比　＋５億20百万円）
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令和５年度主要事業!!

神楽の承継・発展支援事業
　令和４年11月「安芸太田町神楽協議

会」が設立しました。

　町内15神楽団の新たな母体組織とし

て、対外的な窓口を担い、町内神楽団

の活動支援を行うものです。

　町内神楽団の連携・認知度向上を図

るとともに、町の伝統芸能である神楽

の継承・発展に貢献し、全町的な取り

組みを加速します。

デジタル戦略事業

　moricaアプリや公共交通の分析システムを拡張！

　新たなセキュリティシステム、校務支援システム、

ＡＩドリル導入など。

　専門的なデジタル技術を活用するため外部人材を登

用。ＤＸ推進係を設置し推進を図る。

　地域振興券に付与していたプレミアムをmoricaへ

移行。

新規

新規 拡充

令和５年度新規　重点２事業

総額 1億3,400万円

175万円

♦moricaの推進　　

♦教育DX推進事業　　

♦デジタル人材　　　　

♦とくわり事業　　　　

♦避難行動要支援者等管理システム
　構築　　　　

♦小児科・産婦人科オンライン相談
　体制整備　　　　

デジタル技術を活用し生活環境の充実を図るための主な事業

1,863万円

2,793万円

600万円

106万円

6,628万円

400万円

神楽「八岐大蛇」

パソコン授業

96歳「morica」のチャージに挑戦！
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令和５年度主要事業!!

124万円定住促進賃貸住宅PFI事業
　移住・定住希望者の方に住居の選択肢を増

やし移住や定住を促進するとともに、快適な

住環境を提供し転出を抑制することを目的と

して「定住促進賃貸住宅」を整備します。

　令和５年度は、事業者の選定を進めます。

新規

学校環境の整備等
　計画的な学校施設の改修を行います。

◎筒賀小学校校舎のLED化

　（３ヵ年計画の３年目）

◎加計中学校校舎の空調設備改修

継続

介護医療院改修工事
乳幼児等通院補助

　医療の必要な要介護高齢者

の長期療養・生活施設として

療養上の管理、看護、医学的

管理のもと、自立した日常生

活を営むことができるように

開設します。

加計地区賃貸住宅

新規

5,773 万円

4,650 万円
10万円

　月に４回以上、町外の

保険医療機関などを利用

する乳幼児について交通

費を助成します。

安芸太田病院　３階療養病棟

筒賀小学校

LED照明加計中学校
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令和５年度主要事業!!

森林経営管理事業（小規模林業支援等）
　「森林環境譲与税」を活用して、立木や路網

などの経済的条件を踏まえ、本格的な間伐を進

めていきます。

　小規模林業研修を継続し、持続可能な経営支

援を行います。

　林業総合センターを太田川森林組合に貸付け、

木工加工施設の移転により、木工芸品の振興等、

施設の有効利用を図ります。

加計高校支援事業
（黎明館の運営・育てる
会等支援）

消防団員の活動支援

旧ＪＲ河川橋梁・架
道橋撤去事業

就農者支援
（営農・担い手支援等）

　

　令和５年度の加計

高校については、定

員を大きく上回る応

募があり、競争率は

県下１位でした。１

学年２クラス化を目

指していきます。

　

　消防庁が示す服装基準に適合した活動服へ

の更新を行い、夜間や視界不良下における活

動時の団員の視認性向上と団員の安全性確保

を図ります。

　・活動服更新：380着

継続

新規

継続

継続

継続 7,495 万円
（産業観光課）

25,661 万円

1,171 万円
（総務課危機管理室）

　旧ＪＲ滝山川河川橋梁の撤去に向け、令和

５年度は工事に着手します。

（総務課・建設課）

　令和５年度は、新しく町独自研修制度の構

築、研修生の新規受入れ再開に向け、準備を

進めます。

　産直市への供給農家

を増やしていくため、

本町独自の小規模農家

認定制度を創設し、支

援を開始します。

4,260 万円

1,780 万円

森林組合林業センター 森林作業の様子

（教育課）

旧JR滝山川河川橋梁加計高校生徒寮「黎明館」

安芸太田町消防団
「出初式」

（産業観光課）

ビニールハウス
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１　定住・人口対策について
　　豊かな自然を活かした安芸太田町のライフスタイルを提案し、

　移住促進、転出抑制を図る取り組みについて。

　①自然を活かした町づくりについて（風力発電計画等に町有地

　　使用不許可等あり）もっとアピールしてもよいのではないか。

　②通勤補助制度について５年要件を撤廃してはいかがか。

　③空き家解体補助について条件を上げ、事業効果を高めてはいかがか。

　④世代間別移住対策の細かい戦略も必要ではないか。

２　子育て・教育・次世代育成
　①加計高校の入学希望率が県下最高の２．２倍で注目を集めているが、地元の子どもの入学は可

　　能なのか。

　②生徒寮（黎明館）は加計高校入学を促し、令和４年度は39名の入学をみた。引き続き地域から

　　親しまれる施設としての運営を望む。

　③安芸太田町の資源である自然を活かした保育、教育を進めるため「森のようちえん」構想実現

　　に向けた取り組みを進められたい。

３　健康・医療・福祉
　①わが町スポーツ事業について、予算を十分確保し振興を図ってもよいのではないか。

　②病院施設の環境整備について、人工透析患者の受診が可能となり評価する。

４　社会基盤・防災・防犯
　①避難行動要支援者対策では、避難困難者の対象者を把握するべき行政と情報の共有が必要と思

　　われる。

　②加計スマートICフルインター化を図るべく地形測量が計画されている。事業化に向け準備を進

　　められたい。

　③筒賀地域交流拠点推進活動については、これまで計画の情報提供に少な感がある。事業化に向

　　けては合意形成を図るべく、議会・地域住民への説明に努められたい。

５　生活利便性・環境
　①バス路線運行事業について、好評の定額タクシーを基軸にした交通体系の整備を図られたい。

　②地域通貨moricaの推進について、地域経済への効果もあり引き続き効果的普及に努められたい。

６　産業・観光・しごと
　①祇園坊柿のブランド力アップについて、大きさなどの基準を設け販売していく戦略が必要。

　②特定地域づくり事業協同組合について補助団体の町長が監事になることは適正を欠くのではな

　　いか。

　③ＰＦＩによる定住促進住宅整備について、民間活力を活用する手法は望ましいがスピード感を

　　もった取り組みを望む。

７　コミュニティ
　①筒賀地域の集落支援員が欠員のままである。地域活動も低下しているため、早急に確保するべ

　　きと指摘する。

８　行財政運営
　①職員研修については、町外出身者も職員となるが町の魅力を知ってもらうよう研修を深めたい。

　②職員の能力向上において、技術職員を育てるべき。

審査の概要（抜粋）

　令和５年安芸太田町議会第２回定例会において、予算審査特別委員会に付託されました条例の一

部改正７議案、工事請負契約の変更１議案、令和５年度一般会計予算及び特別会計予算９議案と病

院事業会計予算の審査結果を次のとおり報告いたします。

予算審査特別委員会審査報告書 委員長　末田　健治

祇園坊柿
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３月定例会で決まったこと！

令和５年第２回定例会 （３月３日～16日）
議案番号 件　　　　　　　名 採　決

議案第３号 広島市と山県郡安芸太田町との連携中枢都市圏形成に係る連携協約の変更の
協議について

全会一致

議案第４号 町道の認定について 〃

議案第５号 安芸太田町個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について 賛成多数

議案第６号 安芸太田町情報公開・個人情報保護審査会条例の制定について 〃

議案第７号 安芸太田町情報公開・個人情報保護審議会条例の一部改正について 〃

議案第８号 安芸太田町行政財産使用料条例の一部改正について 全会一致

議案第９号 安芸太田町課設置条例の一部改正について 〃

議案第10号 安芸太田町手数料条例の一部改正について 〃

議案第11号 安芸太田町国民健康保険税条例の一部改正について 〃

議案第12号 安芸太田町国民健康保険条例の一部改正について 〃

議案第13号 安芸太田町民広場条例の一部改正について 〃

議案第14号 安芸太田町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一
部改正について

〃

議案第15号 安芸太田町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準
を定める条例の一部改正について

〃

議案第16号 安芸太田町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条
例の一部改正について

〃

議案第17号 安芸太田町附属機関の設置に関する条例の一部改正について 〃

議案第18号 安芸太田町病院事業の設置等に関する条例の一部改正について 〃

議案第19号 安芸太田町戸河内林業総合センター条例の廃止について 〃

議案第20号 工事請負契約の変更について（町道辺森線法面補修工事） 〃

議案第21号 工事請負契約の変更について（町道本郷線戸河内橋橋梁補修工事） 〃

議案第22号 令和４年度安芸太田町一般会計補正予算（第７号） 〃

議案第23号 令和４年度安芸太田町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 〃

議案第24号 令和４年度安芸太田町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第３号） 〃

議案第25号 令和４年度安芸太田町介護保険事業特別会計補正予算（第４号） 〃

議案第26号 令和４年度安芸太田町介護サービス事業特別会計補正予算（第３号） 〃

議案第27号 令和４年度安芸太田町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号） 〃

議案第28号 令和４年度安芸太田町農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号） 〃

議案第29号 令和４年度安芸太田町特定環境保全公共下水道事業特別会計補正予算（第３号） 〃

議案第30号 令和４年度安芸太田町筒賀財産区特別会計補正予算（第１号） 〃

議案第31号 令和４年度安芸太田町内黒山財産区特別会計補正予算（第１号） 〃

議案第32号 令和５年度安芸太田町一般会計予算 〃

議案第33号 令和５年度安芸太田町国民健康保険事業特別会計予算 〃

議案第34号 令和５年度安芸太田町後期高齢者医療事業特別会計予算 〃

議案第35号 令和５年度安芸太田町介護保険事業特別会計予算 〃

議案第36号 令和５年度安芸太田町介護サービス事業特別会計予算 〃

議案第37号 令和５年度安芸太田町簡易水道事業特別会計予算 〃

議案第38号 令和５年度安芸太田町農業集落排水事業特別会計予算 〃

議案第39号 令和５年度安芸太田町特定環境保全公共下水道事業特別会計予算 〃

議案第40号 令和５年度安芸太田町筒賀財産区特別会計予算 〃

議案第41号 令和５年度安芸太田町内黒山財産区特別会計予算 〃

議案第42号 令和５年度安芸太田町病院事業会計予算 〃

議案第43号 安芸太田町公の施設の指定管理者の指定について（人材育成・交流センタ－） 〃

発議第１号 安芸太田町議会の個人情報の保護に関する条例の制定について 〃

発委第１号 安芸太田町議会議員の議員報酬等の特例に関する条例の制定について 〃
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賛否の分かれた議案の表決結果について
議　員　名

⻆
田
伸
一

斉
藤　
マ
ユ
ミ

佐
々
木　
道
則

小
島
俊
二

末
田
健
治

大
江
厚
子

影
井　
伊
久
美

田
島
　

清

矢
立
孝
彦

津
田
　

宏

佐
々
木
美
知
夫

中
本
正
葊議案番号等

議案第５号
安芸太田町個人情報の保護に関する法

律施行条例の制定について
○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第６号
安芸太田町情報公開・個人情報保護審

査会条例の制定について
○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第７号
安芸太田町情報公開・個人情報保護審

議会条例の一部改正について
○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ －

【○賛成　●反対】　※議長は賛否に関わることができません。ただし、賛否同数の場合は、議案の可

　　　　　　　　　　　決・否決を決めることができる「採決権」が認められています。

議会改革調査特別委員会
安芸太田町議会議員の議員報酬等の特例に関する条例の制定

(議会を長期欠席した場合の報酬・手当の減額)

　安芸太田町議会は、３月定例議会の議会改革調査特別委員会において、議会議員が事
故や病気で町議会を長期欠席（欠席期間が90日を超した場合）した場合等に、報酬と期
末手当（ボーナス）を、20%から50%を減額する条例の議員提案議案を可決しました。

長期欠席期間 減額の割合

90日を超え180日以下の期間 100分の20

180日を超え365日以下の期間 100分の30

365日を超える期間 100分の50

３月定例会で決まったこと！

　広報・広聴調査特別委員会では、幅広く住⺠の皆様のご意⾒を伺うために意⾒
交換会を定期的かつ積極的に開催します。まずは各種団体様にお声がけし、委員
会所属の斉藤・⼩島・影井・⽥島４⼈の議員で意⾒交換を順次開催していきます
ので、お気軽にご参加ください。

皆さんのご意⾒をお聞かせください!!
広
報
・
広
聴
調
査

特
別
委
員
会
か
ら

の
お
知
ら
せ　
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ページ 質問議員 質　問　項　目

10
佐々木　美知夫
【一問一答】

①教育現場や児童・生徒の諸課題への対応を問う

11
⻆　田　伸　一
【一問一答】

①生涯活躍のまち筒賀拠点整備事業について

②森林の雪害について

12
佐々木　道　則
【一括】

①令和５年度予算編成基本方針及び当初予算案につい

　て

②財政運営について

13
末　田　健　治
【一問一答】

①人口減少と長期総合計画について

②地域担当制の復活について

③自伐林業の促進について

④神楽協議会設立後の情報発信強化について

14
小　島　俊　二
【一問一答】

①諸課題に対応した新年度予算について

15
斉　藤　マユミ
【一問一答】

①国道・県道主要道路沿い・河川の樹木対策について

②観光振興について

③農業振興について

④図書館の充実について

16
大　江　厚　子
【一問一答】

①差別・人権侵害について

②広島県農業ジーンバンク廃止について

17
田　島　　　清
【一問一答】

①新年度予算について

18
影　井　伊久美
【一問一答】

①部活動の地域移行について

②ファミリ－サポ－トについて

③長期総合計画について

町
政
課
題
で
活
発
な
論
戦
を
展
開
！

　一般質問とは　議員が町民の代表として、町の行政全般に対し、現在の状況や将

来の方針等を質問することで、政策の見直しや提言等を行います。

♦年４回の定例会で行います。　♦質問時間は、1 人 1 時間以内（答弁含む）です。

　３月定例会では、３月６日、７日の２日間で９人の議員が一般質問を行いました。

　（注）答弁の概要を、次ページ以降に、掲載しています。

一般質問　町の未来（アシタ）を問う！

みなさん是非 傍聴にいらして下さい!!
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一般質問

教育関係の諸課題を問う問

関係機関とも協議をし改善したい答
佐々木美知夫 議員

　
　

教
育
長

　

本
町
の
場
合
、
常
勤
の
職
員
に
欠
員

は
あ
り
ま
せ
ん
。
他
市
町
に
お
い
て
は
、

職
員
の
産
休
・
育
休
・
病
休
な
ど
の
代

替
え
確
保
が
難
し
い
と
聞
い
て
お
り
ま

す
。

　
　

全
国
的
に
教
師
希
望
者
の
減
少

が
み
ら
れ
教
師
確
保
に
苦
慮
し
て
い

る
が
本
町
の
現
状
は
。

問答 教
師
確
保
の
現
状
は

　
　

教
育
次
長

　

ス
ポ
ー
ツ
庁
や
文
化
庁
か
ら
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
よ
る
休
日
の
部
活
動
等
、

地
域
移
行
へ
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

指
導
者
の
確
保
、
生
徒
、
保
護
者
の
経

済
的
、
時
間
的
負
担
の
軽
減
等
の
課
題

に
対
し
て
、
国
・
県
の
動
向
を
注
視
し

検
討
し
ま
す
。

　
　

部
活
動
の
地
域
移
行
が
議
論
さ

れ
て
い
る
が
、
本
町
で
は
。

問答

　
　

教
育
次
長

　

児
童
の
服
装
が
華
美
に
な
ら
な
い
よ

う
に
指
導
、
ま
た
経
済
的
観
点
で
、
保

護
者
の
意
見
を
聞
き
、
各
学
校
で
規
定

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
制
服
を
要
望

さ
れ
る
保
護
者
と
自
由
服
を
要
望
さ
れ

る
保
護
者
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
必

要
に
応
じ
学
校
に
協
議
の
場
を
設
け
る

な
ど
助
言
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

町
内
、
小
学
校
の
制
服
の
現
状

は
（
筒
賀
小
学
校
の
み
制
服
が
な
い

の
は
）。

問

答
　
　

教
育
次
長

　

二
教
科
の
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
活
用
に

取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。
学
び
の
効
果

や
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
よ
り
良
い
活

用
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

　
　

将
来
的
に
紙
教
科
書
か
ら
デ
ジ

タ
ル
教
科
書
へ
の
移
行
報
道
も
あ
る

が
見
解
は
。

問答
　
　

教
育
次
長

　

ネ
ッ
ト
い
じ
め
な
ど
が
、
深
刻
化
し

て
い
る
と
い
う
情
報
は
あ
り
ま
せ
ん
。

情
報
モ
ラ
ル
教
育
を
推
進
し
て
お
り
、

学
校
・
保
護
者
と
の
連
携
し
た
取
り
組

み
を
進
め
ま
す
。

　
　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
ネ
ッ
ト
に
よ
る

「
い
じ
め
」
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る

が
、
現
状
把
握
と
対
応
は
。

問答

　
　

教
育
長

　

月
例
報
告
で
は
、
コ
ロ
ナ
関
連
と
思

わ
れ
る
不
登
校
の
数
が
増
え
て
い
ま
す
。

不
登
校
の
子
ど
も
に
つ
い
て
は
、
個
別

対
応
し
、
場
合
に
よ
り
、
関
係
機
関
も

含
め
協
議
し
、
改
善
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
　

児
童
・
生
徒
の
不
登
校
の
現
状

と
対
応
は
。

問答
　
　

教
育
次
長

　

学
校
で
「
家
庭
虐
待
の
事
案
」
が
確

認
さ
れ
た
場
合
、
教
育
委
員
会
が
報
告

を
受
け
対
応
し
、
担
当
課
と
連
携
し
た

対
応
を
取
り
ま
す
。
家
庭
か
ら
の
相
談

や
警
察
等
か
ら
の
情
報
が
入
っ
た
場
合

は
、
関
係
機
関
と
ケ
ー
ス
会
議
を
行
な

い
ま
す
。

　

健
康
福
祉
課
長

　

生
命
や
、
身
体
の
安
全
に
関
わ
る
、

ネ
グ
レ
ク
ト
、
性
的
虐
待
、
心
理
的
虐

待
が
疑
わ
れ
る
通
報
な
ど
が
、
学
校
や

病
院
等
か
ら
あ
っ
た
場
合
、
教
育
課
と

連
携
を
と
り
、
状
況
の
把
握
等
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

児
童
・
生
徒
へ
の
虐
待
の
実
態

と
対
応
は
。

問答
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みなさん是非 傍聴にいらして下さい!!

　
　

町
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

筒
賀
支
所
の
機
能
移
転
は
、
多
様
な

世
代
が
交
流
す
る
拠
点
を
つ
く
る
、
そ

の
機
能
を
補
完
す
る
さ
ら
に
様
々
な
課

題
に
つ
い
て
解
決
が
で
き
る
そ
う
い
う

意
味
で
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
筒
賀
支
所
が
存
在
す
る
場
所

は
、
土
砂
災
害
の
警
戒
区
域
に
な
っ
て

お
り
、
急
傾
斜
地
対
策
工
事
な
ど
も
行

わ
れ
、
相
当
程
度
危
険
度
が
下
が
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
相
変
わ
ら
ず
、
危
険
リ
ス
ク
が

想
定
さ
れ
る
場
所
で
す
。
で
き
れ
ば
そ

う
い
っ
た
こ
と
も
解
消
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

計
画
で
は
、
各
種
行
政
窓
口
、

筒
賀
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
筒
賀
ふ
れ
あ

い
プ
ラ
ザ
の
機
能
を
新
た
に
整
備
す

る
拠
点
に
統
合
す
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。

　

筒
賀
支
所
は
、（
旧
）
筒
賀
村
役
場

で
あ
り
、
そ
の
周
辺
に
必
要
な
公
共

施
設
を
整
備
し
、
筒
賀
の
核
と
な
る

施
設
で
あ
る
。
建
築
当
時
の
外
観
を

残
し
た
耐
震
工
事
に
よ
り
合
併
後
は

安
芸
太
田
町
筒
賀
支
所
と
し
て
の
機

能
を
果
た
し
て
い
る
。

　

新
施
設
へ
移
転
の
発
想
は
ど
こ
か

ら
。

問答

問

議会の議決を経て定められるもの答
⻆田　伸一　議員

筒賀拠点を（旧）筒賀駅跡に計画
検討委員会に諮って筒賀支所
移転を決めていいのか

　
　

第
２
回
検
討
委
員
会
に
お
け
る
、

住
民
の
意
見
要
望
は
。

問
　
　

筒
賀
支
所
長

　

筒
賀
支
所
移
転
反
対
、
既
存
施
設
を

有
効
活
用
す
る
こ
と
、
施
設
整
備
が
あ

り
き
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
厳
し
い
御

意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

答

　
　

安
芸
太
田
町
役
場
の
位
置
、
支

所
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
条
例
で
定

め
ら
れ
て
い
る
。

本
庁
で
あ
れ
、
支
所
で
あ
れ
、
行
政

の
根
幹
と
な
る
施
設
で
あ
る
。

　

筒
賀
地
域
拠
点
整
備
計
画
に
、
支

所
の
移
転
を
含
め
て
、
検
討
委
員
会

の
同
意
を
も
っ
て
、
決
定
し
て
い
い

も
の
な
の
か
。

　

支
所
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、

こ
の
こ
と
一
つ
を
と
っ
て
も
、
安
芸

太
田
町
と
し
て
方
向
性
を
定
め
る
べ

き
案
件
で
は
な
い
か
。

問
　
　

町
長

　

場
所
に
つ
い
て
は
安
芸
太
田
町
役
場

支
所
及
び
出
張
所
設
置
条
例
に
よ
っ
て

定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

仮
に
場
所
を
変
え
る
の
で
あ
れ
ば
、

議
会
の
議
決
を
経
て
、
定
め
ら
れ
る
も

の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
現
在
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
も
行
っ
て
お
り
、
意
見

も
い
た
だ
き
な
が
ら
、
支
所
機
能
の
移

答

役場筒賀支所

筒賀ふれあいプラザ

筒賀福祉センター

転
だ
け
で
は
な
く
、
計
画
の
取
り
ま
と

め
も
慎
重
に
進
め
、
内
容
も
町
民
に
説

明
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

⻆
田
議
員

　
計
画
策
定
終
盤
で
の
意
見
で
は
あ

り
ま
す
が
、
遅
れ
て
出
た
意
見
や
要

望
、
少
数
意
見
の
中
に
も
、
住
民
の

本
音
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
意
見
が
無
駄
に
な
ら
な
い
よ
う
に

と
思
い
ま
す
。
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一般質問

予算編成に対する
考え方は問

３つの重点項目に取り組む答
佐々木道則　議員

旧JR可部線　滝山川橋梁

　
　

町
長

①
住
み
続
け
た
い
、
住
ん
で
み
た
い
ま

　

ち
づ
く
り
の
具
体
化
。

②
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
の
更
な
る
進

　

化
・
深
化
。

③
コ
ロ
ナ
対
策
の
継
続
を
令
和
５
年
度

　

戦
略
的
重
点
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
取

　

り
組
む
。

　
　

令
和
５
年
度
重
点
施
策
は
。

問答
　
　

町
長

①
住
み
続
け
た
い
、
住
ん
で
み
た
い
ま

ち
づ
く
り
の
具
体
化
と
し
て
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ

タ
ー
ン
し
た
く
な
る
住
宅
の
整
備
、
自

然
を
活
か
し
た
魅
力
あ
る
雇
用
の
創
出

な
ど
、
９
つ
の
分
野
に
総
額
で
８
億
９

５
０
０
万
円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

②
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
の
更
な
る
進

化
・
深
化
」
と
し
て
、
自
然
を
活
か
し

た
教
育
環
境
の
具
体
化
に
つ
い
て
深
掘

り
を
し
た
い
な
と
い
う
思
い
で
、
こ
れ

ら
の
５
つ
の
分
野
に
、
総
額
６
０
０
０

万
円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

③
コ
ロ
ナ
対
策
の
継
続
。

　

引
き
続
き
こ
の
取
り
組
み
に
力
を
入

　
　

戦
略
的
重
点
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

予
算
に
具
体
化
さ
れ
て
い
る
か
。

問答

　
　

参
事

　

加
計
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

フ
ル
イ
ン
タ
ー
化
測
量
設
計
業
務
委
託

に
よ
り
、
詳
細
設
計
に
必
要
な
地
形
測

量
及
び
事
業
化
に
向
け
た
資
料
作
成
を

行
い
、
早
期
事
業
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

旧
Ｊ
Ｒ
滝
山
川
の
河
川
橋
梁
撤
去
事

業
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
度
か
ら
６

年
度
２
か
年
に
お
い
て
実
施
予
定
と
し

て
お
り
ま
す
。

　

建
設
課
長

　

公
有
地
の
有
効
活
用
、
民
間
の
ノ
ウ

ハ
ウ
の
活
用
、
町
内
企
業
の
参
加
に
よ

る
地
域
活
性
化
、
財
政
負
担
の
抑
制
等

を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業

の
実
施
に
向
け
、
新
年
度
に
お
い
て
は

事
業
者
の
選
定
を
行
い
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
　

令
和
４
年
度
事
業
は
、
５
年
度

予
算
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て
い

る
か
。

①
加
計
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
フ
ル
イ
ン
タ

　

ー
化
、
滝
山
川
橋
梁
撤
去

②
定
住
促
進
賃
貸
住
宅

③
定
住
促
進
空
き
家
活
用
整
備
事
業

問答 れ
、
様
々
な
課
題
の
解
決
に
当
た
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

企
画
課
長

　

町
が
改
修
し
、
移
住
を
希
望
さ
れ
る

方
に
貸
し
出
す
と
い
う
仕
組
み
で
、
改

修
が
可
能
で
所
有
者
の
理
解
を
得
る
こ

と
が
で
き
た
物
件
に
つ
い
て
、
改
修
に

要
す
る
費
用
を
予
算
化
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
５
年
度
に
お
い
て
は
、

定
住
促
進
空
き
家
バ
ン
ク
オ
ー
ナ
ー
改

修
制
度
と
い
う
仕
組
み
を
考
え
て
お
り

ま
す
。

※
そ
の
他
、
財
政
運
営
に
つ
い
て
も

　
質
問
し
て
い
ま
す
。
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みなさん是非 傍聴にいらして下さい!!

神楽情報発信の強化を問

安芸太田神楽共演大会を開催する答
末田　健治　議員

　
　

町
長

　

今
後
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
る
に
あ
た
り
、

①
水
を
活
か
し
た
町
づ
く
り

②
自
然
を
活
か
し
た
教
育
環
境
の
具
体

　

化
③
健
康
づ
く
り
を
通
じ
た
町
づ
く
り

④
脱
炭
素
社
会
地
域
循
環
型
社
会

　
　

２
０
２
４
年
次
計
画
改
定
時
に

向
け
、
ど
の
よ
う
な
準
備
を
さ
れ
る

か
。

問答 人
口
減
少
と
長
期
総
合
計

画
の
見
直
し
を
問
う

　
　

町
長

　

計
画
策
定
時
に
令
和
17
年
迄
人
口
が

２
割
減
る
と
い
う
前
提
で
、
公
共
施
設

の
床
面
積
を
３
割
削
減
を
考
え
て
い
ま

し
た
。
現
状
人
口
は
３
割
近
い
減
少
で

推
移
し
て
お
り
、
令
和
５
年
度
か
ら
個

別
の
施
設
の
整
理
に
着
手
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
　

公
共
施
設
の
総
合
管
理
計
画
に

係
る
削
減
計
画
の
見
解
を
問
う
。

問答

　
　

住
民
課
長

　

協
働
の
町
づ
く
り
推
進
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
に
平
成
19
年
度
か
ら
実
施

し
ま
し
た
。
職
員
の
通
常
業
務
と
の
調

整
の
困
難
さ
が
散
見
さ
れ
、
集
落
支
援

員
に
よ
る
専
従
体
制
と
す
べ
き
と
し
、

平
成
24
年
か
ら
現
在
の
集
落
支
援
員
制

度
に
移
行
し
て
い
ま
す
。

　
　

地
域
担
当
制
の
復
活
と
協
働
の

町
づ
く
り
を
進
め
る
べ
き
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
か
ら

地
域
活
動
が
低
下
し
危
惧
し
て
い
る
。

以
前
取
り
組
ま
れ
た
地
域
担
当
制
度

に
つ
い
て
、
総
括
は
さ
れ
た
の
か
。

問答

　
　

町
長

　

自
伐
林
業
の
育
成
は
令
和
３
年
度
か

ら
取
り
組
み
、
協
力
隊
Ｏ
Ｂ
が
３
名
、

現
役
協
力
隊
が
２
名
い
ま
す
。
自
伐
型

林
業
だ
け
で
は
生
活
維
持
が
難
し
い
た

め
、
農
業
や
、
シ
イ
タ
ケ
栽
培
と
か
い

ろ
い
ろ
組
み
合
わ
せ
安
芸
太
田
モ
デ
ル

的
な
も
の
が
組
織
化
に
よ
り
進
ん
で
い

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

自
伐
林
業
推
進
の
た
め
自
伐
型

林
業
者
の
組
織
化
に
つ
い
て
。

問

答

　
　

町
長

　

県
で
は
３
ｍ
以
下
の
作
業
道
は
補
助

対
象
と
し
て
い
な
い
が
、
本
町
で
は
で

き
る
だ
け
山
を
壊
さ
な
い
２
・
５
ｍ
を

認
め
て
い
ま
す
。

　
　

作
業
道
整
備
の
際
基
準
３
・
０

ｍ
に
対
し
て
２
・
５
ｍ
が
望
ま
し
い

と
の
要
望
が
あ
る
が
、
条
件
を
緩
和

す
る
考
え
は
あ
る
か
。

問答 自
伐
林
業
の
推
進
つ
い
て

　
　

産
業
観
光
課
長

　

令
和
４
年
11
月
に
設
立
し
た
神
楽
協

議
会
を
通
じ
て
、
出
演
機
会
の
創
出
や

後
継
者
育
成
の
観
点
で
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
整
備
し
、
神

楽
団
の
紹
介
、
活
動
予
定
な
ど
情
報
を

提
供
し
ま
す
。
ま
た
、
神
楽
協
議
会
設

立
を
記
念
し
設
立
記
念
共
演
大
会
を
４

月
30
日
開
催
す
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

　
　

安
芸
太
田
町
神
楽
協
議
会
設
立

後
の
情
報
発
信
強
化
に
つ
い
て
。

問答

神楽上演（演目：大江山）
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一般質問

問

制度的には可能だが、さらなる生徒寮
の整備など、町の環境整備が必要答

小島　俊二　議員

加計高校！１学年２クラス
への挑戦を

「制度上、可能であれば共に、挑戦しよう」
　
　

町
長

　

私
自
身
は
と
に
か
く
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
る
と
い
う
こ
と
に
一
番
こ

だ
わ
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
特
に

住
宅
が
な
い
と
い
う
こ
と
が
一
番
大
き

な
課
題
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
Ｕ
Ｉ
Ｊ

タ
ー
ン
し
た
く
な
る
住
宅
の
整
備
、
こ

れ
が
私
な
り
に
一
番
力
を
入
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
　

令
和
５
年
度
予
算
に
お
い
て
、

町
長
が
最
も
重
点
を
置
き
、
力
を
入

れ
て
い
る
政
策
は
何
か
。

問答 令
和
５
年
度
予
算
に
つ
い
て

　
　

教
育
長

　

毎
年
、
五
、
六
十
人
受
験
に
来
て
、

何
十
人
も
不
合
格
と
い
う
よ
う
な
状
況

が
続
け
ば
、
県
に
ク
ラ
ス
増
を
提
案
し

て
い
く
条
件
が
整
い
ま
す
。
一
方
で
、

生
徒
寮
が
不
足
と
い
う
状
況
で
は
、
提

案
も
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
う
い
う
点
で
は
、
県
と
い
う
よ
り

も
、
む
し
ろ
、
町
の
方
が
大
変
厳
し
い

状
況
に
な
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
　

加
計
高
校
の
１
学
年
２
ク
ラ
ス

化
の
実
現
の
可
能
性
に
つ
い
て
。

問答

　

小
島
議
員

　

寮
の
課
題
は
、
町
の
判
断
で
あ
り
、

決
断
の
問
題
で
、
簡
単
な
判
断
で
あ

る
。
今
年
、
定
員
を
30
人
オ
ー
バ
ー

し
た
の
で
、
来
年
再
来
年
と
、
３
年

程
度
の
実
績
を
つ
く
れ
ば
ク
ラ
ス
増

の
可
能
性
も
出
て
く
る
の
で
、
早
め

の
準
備
を
し
て
挑
戦
し
よ
う
。

　
　

産
業
観
光
課
長

　

ス
―
パ
―
の
維
持
は
、
町
に
と
っ
て

大
変
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

本
町
で
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
、
経
済

対
策
と
し
て
、
約
５
千
万
円
の
資
金
を

投
じ
て
支
援
を
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、

モ
リ
カ
を
活
用
し
た
消
費
喚
起
策
を
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
将
来
的

に
は
ハ
ー
ド
面
で
の
支
援
と
い
う
の
も

あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
　

昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
、
町

内
の
飲
食
店
が
相
次
い
で
閉
店
を
決

め
て
い
る
。

　

ま
た
、
金
融
機
関
の
撤
退
も
予
定

さ
れ
て
お
り
、
次
は
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
―
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

る
。
町
と
し
て
支
援
策
を
打
ち
出
し

閉
店
阻
止
に
動
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
見
解
を
問
う
。

問答

加計市街地 加計市街地全景
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みなさん是非 傍聴にいらして下さい!!

問

県との連携答
斉藤マユミ　議員

急務！主要道、河川樹木対策

　
　

建
設
課
長

　

倒
木
の
被
害
は
、
近
年
で
は
最
大
の

も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

倒
木
処
理
は
、
山
林
所
有
者
で
対
応

し
て
い
く
の
が
当
然
で
す
が
、
高
齢
化

な
ど
、
対
応
が
難
し
い
こ
と
、
ま
た
、

交
通
機
能
を
早
期
に
復
旧
す
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
や
む
を
得
ず
道
路
管
理
者

で
対
応
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

河
川
内
へ
の
倒
木
に
つ
い
て
は
、
道

路
と
同
様
に
な
り
ま
す
が
、
河
川
機
能

に
支
障
を
き
た
す
場
合
の
措
置
と
し
て
、

そ
の
機
能
を
確
保
す
る
た
め
、
管
理
者

に
お
い
て
、
倒
木
の
除
去
を
や
む
を
得

ず
実
施
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
基
本

的
に
は
所
有
者

の
対
応
に
な
り

ま
す
。

　

県
と
連
携
し

冬
期
の
円
滑
な

道
路
確
保
に
努

め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
　

国
道
、
県
道
、
主
要
道
路
沿
い
、

河
川
の
樹
木
対
策
に
つ
い
て
。

問答

　
　

町
長

　

平
成
15
年
度
に
完
成
の
林
道
大
朝
鹿

野
線
、
通
称
大
規
模
林
道
延
長
が
約
12

・
３
キ
ロ
、
２
車
線
の
比
較
的
な
線
形

の
よ
い
林
道
で
す
が
、
冬
季
降
雪
の
際

に
は
、
チ
ェ
ー
ン
を
装
着
し
た
車
が
走

行
す
る
こ
と
や
、
供
用
開
始
か
ら
20
年

を
経
過
し
、
経
年
劣
化
も
あ
り
非
常
に

損
傷
が
進
ん
で
い
ま
す
。
根
本
的
な
対

応
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

大
規
模
林
道
の
修
繕
に
つ
い
て
。

問答
　
　

町
長

　

森
林
セ
ラ
ピ
ー
を
用
い
た
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
対
策
研
修
会
の
継
続
実
施
、
林

野
庁
の
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
事
業
に
よ

っ
て
、
健
康
経
営
を
目
指
す
企
業
に
対

し
て
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ツ
ア
ー
を
行
う

予
定
で
す
。

　

観
光
振
興
と
連
携
し
な
が
ら
、
強
化

さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

観
光
振
興
に
つ
い
て
。

問答

大規模林道（林道大朝鹿野線）

　
　

町
長

　

産
直
市
の
経
営
強
化
を
推
進
す
る
た

め
、
地
域
商
社
が
主
体
的
に
実
施
す
る

体
制
を
変
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
町
独
自
の
も
の
で
す
が
小
規
模
農

家
の
認
定
制
度
を
作
り
、
支
援
を
し
な

が
ら
産
直
市
で
の
野
菜
を
増
や
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

農
業
振
興
に
つ
い
て
。

問答
　
　

教
育
課
長

　

一
人
一
人
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
操
作

の
悩
み
が
多
様
化
さ
れ
て
お
り
、
初
心

者
向
け
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室
を
継

続
的
に
開
催
す
る
こ
と
が
必
要
と
思
わ

れ
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ

ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
と
い
っ
た
機
器
を
正
し

く
安
全
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
知

識
や
、
安
全
に
使
用
す
る
た
め
の
危
機

管
理
の
意
識
を
育
む
こ
と
は
大
切
だ
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

町
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
内
容
も
取

り
入
れ
、
誰
も
が
楽
し
く
学
べ
て
生
き

が
い
と
な
る
よ
う
な
教
室
を
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン

な
ど
ネ
ッ
ト
環
境
が
学
べ
る
講
座
の

開
催
。

問答
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差別・人権侵害について
行政の果たすべき役割は問

差別を禁止する条例制定
に取り組む答

大江　厚子　議員

　
　

町
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

性
的
少
数
者
に
対
し
て
、
差
別
を
禁

止
す
る
条
例
、
あ
る
い
は
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
制
度
の
導
入
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
部
落
差
別
に
つ
い
て

は
本
町
も
努
力
を
し
て
き
ま
し
た
。
部

落
差
別
解
消
推
進
の
条
例
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

住
民
課
長

　

具
体
的
な
取
り
組
み
で
、
人
権
啓
発

セ
ミ
ナ
ー
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
を
週
２
回
実
施
（
今
ま
で

に
１
件
差
別
的
な
書
き
込
み
を
削
除
）、

身
元
調
査
が
不
正
に
行
わ
れ
な
い
た
め

の
登
録
型
本
人
通
知
制
度
等
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
　

多
く
の
差
別
・
人
権
侵
害
（
性

的
少
数
者
差
別
、
部
落
差
別
、
高
齢

者
差
別
、
在
日
外
国
人
差
別
、
障
が

い
者
差
別
等
）
に
心
が
痛
む
。
例
え

ば
性
的
少
数
者
差
別
、
部
落
差
別
に

つ
い
て
、
行
政
の
果
た
す
べ
き
役
割

は
何
と
考
え
る
か
。

問答　

大
江
議
員

　
物
価
高
騰
、
賃
金
が
上
が
ら
な
い
、

不
安
定
な
雇
用
形
態
等
、
様
々
な
不

安
が
覆
う
こ
の
社
会
で
、
法
整
備
だ

け
で
差
別
が
な
く
な
る
こ
と
は
な
い

が
、
や
る
べ
き
こ
と
を
国
が
や
ら
な

い
の
な
ら
、
自
治
体
が
そ
の
範
を
示

す
べ
き
だ
。

広
島
県
農
業
ジ
ー
ン
バ
ン

ク
廃
止
に
つ
い
て

　
　

産
業
観
光
課
長

　

今
後
ジ
ー
ン
バ
ン
ク
の
種
子
は
農
研

機
構
（
国
の
機
関
）
が
対
応
す
る
、
県

で
の
保
存
が
必
要
な
種
子
は
、
県
の
農

業
技
術
セ
ン
タ
ー
で
保
管
を
す
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

廃
止
の
見
直
し
を
求
め
る
の
は
難
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

農
業
ジ
ー
ン
バ
ン
ク
は
34
年
前

に
設
立
さ
れ
、
各
自
治
体
の
農
家
か

ら
提
供
さ
れ
た
在
来
種
（
本
町
か
ら

も
提
供
）
や
、
大
学
か
ら
譲
渡
さ
れ

た
約
１
８
，
０
０
０
点
の
種
子
が
保

存
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
施
設
の
廃
止

に
反
対
の
市
民
団
体
や
農
家
が
署
名

活
動
を
行
い
県
や
議
会
に
陳
情
を
行

っ
た
。
本
町
は
廃
止
に
つ
い
て
ど
う

捉
え
て
い
る
か
。

問答

　
　

町
長

　

種
子
を
県
か
ら
受
け
取
り
町
内
の
希

望
者
に
譲
渡
す
る
こ
と
は
、
十
分
対
応

で
き
る
と
思
っ
て
お
り
、
相
談
し
な
が

ら
対
応
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
　

各
機
関
へ
移
譲
さ
れ
る
種
子
以

外
の
約
１
２
，
０
０
０
点
は
廃
棄
さ

れ
る
。
町
内
で
ジ
ー
ン
バ
ン
ク
の
種

子
で
栽
培
し
種
採
り
を
し
て
い
る
会

の
代
表
が
、
『
今
後
県
が
種
子
の
廃

棄
を
見
直
し
、
各
自
治
体
に
種
子
を

譲
渡
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
す
る
な

ら
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
き

た
い
。』と
の
要
請
を
行
っ
た
が
、
ど

の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
か
。

問

答
　
　

産
業
観
光
課
長

　

在
来
種
を
含
め
た
ど
の
品
種
が
本
町

の
農
業
振
興
に
適
し
て
い
る
か
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

　
　

在
来
種
は
地
域
の
特
性
に
応
じ

て
で
き
た
も
の
で
、
地
域
の
宝
だ
。

伝
統
的
な
野
菜
を
育
て
る
こ
と
を
実

践
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

問答
農業ジーンバンクの種子で栽培した野菜

太田かぶ（ヤルナ） 笹木三月子 大和三尺
（両端のきゅうり）



みなさん是非 傍聴にいらして下さい!!

17 安芸太田町議会だより

公共交通の利便性確保への
対応は問

広島電鉄との連携は観光の面
でも重要なパートナー答

田島　　清　議員

　
　

企
画
課
長

　

令
和
５
年
度
か
ら
新
た
に
仮
設
ト
イ

レ
を
設
置
し
ま
す
。
（
新
年
度
予
算
）

答

　
　

健
康
福
祉
課
長

　

グ
リ
ー
ン
ス
パ
つ
つ
が
の
入
湯
助
成

は
、令
和
４
年
３
月
末
で
廃
止
し
た
「
筒

賀
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
ひ
ま
わ

り
」
２
階
健
康
浴
場
の
代
替
利
用
場
所

と
し
て
、
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

１
月
末
現
在
で
、
１
０
２
名
の
利
用

が
あ
り
ま
し
た
。
来
年
度
も
、
こ
の
助

成
事
業
は
、
継
続
さ
せ
る
方
向
で
次
年

度
の
予
算
計
上
を
し
て
い
ま
す
。
あ
く

ま
で
も
趣
旨
は
、
町
民
の
健
康
促
進
と

い
う
よ
り
は
、
ひ
ま
わ
り
の
代
替
と
し

て
の
利
用
と
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

　

割
引
利
用
券
助
成
の
制
度
を
利
用
す

る
に
当
た
っ
て
は
、
マ
ナ
ー
を
正
し
く

　
　

入
湯
助
成
制
度
の
延
長
及
び
町

内
温
泉
施
設
の
利
用
拡
大
と
、
課
題

解
決
に
向
け
た
対
応
に
つ
い
て

問答 ひ
ま
わ
り
の
代
替
と
し
て

の
利
用

　
　

町
長

　

町
内
は
定
額
タ
ク
シ
ー
を
中
心
、
町

外
は
、
公
共
交
通
、
広
島
電
鉄
等
の
バ

ス
と
の
連
携
を
図
り
対
応
し
て
い
き
ま

す
。

　
　

町
に
適
し
た
公
共
交
通
に
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

問答 広
島
市
と
連
携
し
た
取
り

組
み
を

　
　

企
画
課
長

　

安
佐
市
民
病
院
行
き
路
線
バ
ス
の
便

数
は
多
く
、
公
共
交
通
の
バ
ス
を
利
用

し
、
途
中
で
乗
換
え
て
も
ら
い
、
安
佐

市
民
病
院
に
行
く
方
法
な
ど
を
案
内
し

て
い
ま
す
。

　
　

安
佐
市
民
病
院
へ
の
患
者
優
先

対
応
に
つ
い
て
目
的
地
で
あ
る
安
佐

市
民
病
院
ま
で
患
者
が
利
用
で
き
る

よ
う
改
善
さ
れ
る
べ
き
。

問答　
　

バ
ス
を
利
用
す
る
高
齢
者
や
学

生
に
は
、
ト
イ
レ
の
整
備
は
喫
緊
の

課
題
。
加
計
中
央
バ
ス
停
ト
イ
レ
の

安
全
対
策
と
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
。

問

守
っ
て
い
た
だ
い
て
、
ご
利
用
く
だ
さ

る
よ
う
周
知
、
啓
発
に
努
め
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
　

総
務
課
長

　

た
れ
幕
等
は
、
新
町
に
引
き
継
が
れ

て
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

職
員
が
知
恵
と
ア
イ
デ
ア
を
出
し
、
８

月
15
日
の
戦
没
者
追
悼
平
和
祈
念
式
典

の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
高
い
平
和
行
政

に
向
け
た
取
り
組
み
に
で
き
る
よ
う
に

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

平
和
行
政
施
策
に
つ
い
て
。
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
は
、
人

権
確
立
に
あ
り
、
大
前
提
は
平
和
で

あ
る
。
改
め
て
町
民
全
体
に
平
和
宣

言
の
看
板
等
で
啓
発
・
啓
蒙
す
べ
き

が
、
平
和
憲
法
下
に
あ
る
自
治
体
首

長
の
責
務
と
考
え
る
。
垂
れ
幕
、
横

断
幕
等
が
、
実
際
に
使
用
で
き
る
状

況
な
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
把
握

を
さ
れ
て
い
る
の
か
。

問答 平
和
行
政
の
推
進
に
つ
い
て加計中央バス停留所

　

広
電
の
三
段
峡
線
の
在
来
線
が
フ
ィ

ー
ダ
ー
化
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
バ
ス

が
小
型
化
さ
れ
る
可
能
性
が
高
く
、
か

け
は
し
へ
の
バ
ス
の
乗
り
入
れ
も
可
能

に
な
り
ま
す
。
将
来
的
に
は
、
か
け
は

し
の
バ
ス
待
合
所
を
視
野
に
入
れ
て
い

ま
す
。
当
面
の
間
、
仮
設
ト
イ
レ
の
設

置
と
い
う
方
向
で
検
討
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
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みなさん是非 傍聴にいらして下さい!!

長期総合計画の根幹である
機能は何とするか問

目指す将来像など、住民とビジョン
を共有する機能答

影井伊久美　議員

　
　

そ
の
後
の
進
捗
状
況
は
。

問答 フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
制

度
に
つ
い
て

　
　

教
育
課
長

　

今
後
、
国
や
県
の
動
向
を
注
視
し
な

が
ら
、
本
町
の
実
態
に
応
じ
た
方
針
を

示
す
た
め
、
検
討
を
続
け
る
こ
と
が
必

要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

本
町
で
は
部
活
動
の
地
域
移
行

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る

か
。

問答 部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ

い
て

　
　

教
育
課
長

　

令
和
５
年
度
は
、
協
議
会
を
立
ち
上

げ
る
た
め
に
委
員
選
定
を
行
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
は
、
協
議
会
を
立
ち
上

げ
、
生
徒
、
保
護
者
、
教
職
員
を
対
象

に
ニ
ー
ズ
調
査

を
行
い
、
令
和

８
年
度
か
ら
の

休
日
に
お
け
る

部
活
動
の
地
域

移
行
を
目
指
し

ま
す
。

　
　

移
行
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

含
め
、
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
で
取

り
組
む
の
か
。

問答

　
　

企
画
課
長

　

一
つ
は
、
目
指
す
将
来
像
や
町
づ
く

り
の
視
点
な
ど
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
住
民
の

皆
様
と
共
有
す
る
機
能
で
あ
る
こ
と
で

す
。

　

二
つ
目
は
、
行
財
政
の
経
営
を
最
適

化
す
る
た
め
の
機
能
で
す
。

　
　

本
町
の
長
期
総
合
計
画
の
根
幹

で
あ
る
機
能
は
何
と
す
る
か
。

問答 長
期
総
合
計
画
に
つ
い
て

　
　

企
画
課
長

　

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
直
接
的
に
活
動

さ
れ
て
い
る
方
々
や
事
業
者
、
住
民
の

生
の
声
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
持
続

可
能
な
町
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
20
代
、

30
代
の
若
い
方
々
の
ご
意
見
を
取
り
入

れ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
　

誰
の
ど
ん
な
声
を
反
映
さ
せ
る

べ
き
か
。

問答

　
　

町
長

　

残
念
な
が
ら
、
こ
の
１
年
、
具
体
的

な
進
捗
が
出
な
か
っ
た
こ
と
は
申
し
訳

な
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

難
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
も
実
施
に
向

け
て
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

あ
る
い
は
そ
れ
に
類
似
し
た
制
度
が
で

き
る
よ
う
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

教
育
次
長

　

来
年
度
、
子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業

の
計
画
を
作
る
た
め
、
ニ
ー
ズ
調
査
を

実
施
し
ま
す
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

事
業
を
含
め
ニ
ー
ズ
の
調
査
を
行
い
ま

す
。

　

健
康
福
祉
課
長

　

改
め
て
、
事
業
が
で
き
る
か
ど
う
か

も
含
め
て
健
康
福
祉
課
も
関
わ
り
を

も
っ
て
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

町
長

　

計
画
づ
く
り
の
段
階
か
ら
、
意
見
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
最
終
的
に
ど
う
ま

と
め
て
い
く
か
、
こ
れ
か
ら
工
夫
が
必

要
と
感
じ
ま
す
。

答 　
　

現
状
、
住
民
と
ビ
ジ
ョ
ン
共
有

で
き
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

問

部活風景
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特 集

※その他議員からも同様の質問がありました。 ※その他議員からも同様の質問がありました。

　町行政全般に対し、質問できるのが一
般質問です。今定例議会でも多くの議員
が質問を行いました。過去に質問したこ
とが、現在どうなっているのか？　
　議会だよりにて、その後の対応状況を
調査し、皆様にお知らせします。

追跡リポ－ト

●主要道路・河川の樹木対策について
　主要道路・河川沿いの樹木対策は、危険で

あったり障害になる場合、所有者と協議し伐

採するしかないが、持ち

主の所在がわからないと

か、相続がなされていな

いなどの問題や課題が山

積みです。

　高齢化が進みより一層

の対策が求められます。

【答弁】
　木が生えている所の所有者による撤去が基

本です。

　通行に危険な場合には所有者に処理を依頼

しますが、対応できない場合は、やむを得ず

道路管理者が撤去するのが現状です。

　所有者の関係も含め早めの対策を考え、県

とも連携を図りたいと考えています。

【その後】
　パトロール等で危険な状態を把握するため、

除雪事業者に事前アンケートを実施し早めの

対策をしています。県との連携も進みつつあ

ります。

●ふるさと納税の使い道の明確化について
　今後、安芸太田町のふるさと納税において

非常に重要な取り組みは、寄付金の使い道で

す。いかに明確で興味ある使い道を打ち出せ

るかが重要になると考えています。

　例えば、使い道を住民への公募により提案

してもらい、100万円をその提案に使うことに

よって、住民の希望に沿った使い道を選択で

きる制度を創設するなどの工夫が重要になっ

てくると思いますが、いかがでしょうか。

【答弁】
　寄付の増加も非常に大切ですが、寄付した

方の想いを実現するということが、本来のふ

るさと納税の趣旨に近いと考えています。

　言われるとおり、住民の方々の想いを実現

することも、本来の趣旨から考えると非常に

有効と考えています。

　来年度以降、ふるさと納税の使い道に工夫

をしてまいります。

【その後】
　令和５年度当初予算において、ふるさと納

税から約１億円を、加計高校支援、ＰＦＩ事

業、森のようちえん、定住住宅、子育て支援

に活用しており、使い道に一定の工夫はみら

れます。

　今後は、さらに使い道「そのもの」に賛同

して寄付額が増加するように工夫をすべきと

考えます。

令和４年３月定例会　斉藤マユミ 議員 令和４年９月定例会　小島　俊二 議員

あの質問は

どうなった
？



■
委
員
会
開
催　

３
月
14
日

　

◎
正
副
委
員
長
の
選
任
に
つ
い
て

　
　

【
新
体
制
】

　
　

委

員

長　

末　

田　

健　

治

　
　

副
委
員
長　

大　

江　

厚　

子

　
　
　
　

委
員　

小　

島　

俊　

二

　
　
　
　

委
員　

田　

島　
　
　

清

　
　
　
　

委
員　

矢　

立　

孝　

彦

　
　
　
　

委
員　

佐
々
木　

美
知
夫

　
■
委
員
会
開
催　

３
月
14
日

　

◎
正
副
委
員
長
の
選
任
に
つ
い
て

　
　

【
新
体
制
】

　
　

委

員

長　

津　

田　
　
　

宏

　
　

副
委
員
長　

斉　

藤　

マ
ユ
ミ

　
　
　
　

委
員　

佐
々
木　

道　

則

　
　
　
　

委
員　

⻆　

田　

伸　

一

　
　
　
　

委
員　

影　

井　

伊
久
美

   ■
委
員
会
開
催　

３
月
14
日

　
◎
「
道
の
駅
再
整
備
事
業
」
検
討
状
況

　
　
に
つ
い
て

　
◎
令
和
５
年
度
地
域
商
社
あ
き
お
お
た

　
　
事
業
計
画
に
つ
い
て

　
◎
モ
リ
カ
の
利
用
状
況
等
に
つ
い
て

　
◎
地
域
公
共
交
通
計
画
の
検
討
状
況
に

　
　
つ
い
て

　
◎
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合
の

　
　
運
用
に
向
け
た
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　
◎
筒
賀
拠
点
施
設
整
備
計
画
基
本
構
想

　
　
（
案
）
に
つ
い
て

■
委
員
会
開
催　

３
月
14
日

　

◎
議
会
中
継
の
実
施
に
向
け
て

　

・
定
例
会
及
び
臨
時
会
「
本
会
議
」
の

　
　

生
中
継
と
録
画
中
継
に
つ
い
て
検
討

　
　

を
開
始
し
ま
し
た
。
新
年
度
中
の
実

　
　

現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
◎
安
芸
太
田
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬

　
　
等
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

　
　
つ
い
て

　

・
議
員
の
長
期
欠
席
に
よ
る
議
員
報
酬

　
　

の
減
額
を
定
め
る
も
の
で
す
。

　
　
　

安
芸
太
田
町
議
会

　
　
　
　
　
　

議
長　

中
本　

正
葊

　　
　

町
議
会
議
長
を
15
年
以
上
在
職
し

　

て
地
方
自
治
の
発
展
に
寄
与
貢
献
し

　

た
功
績
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

表
彰
状
並
び
に
記
念
品
贈
呈
の
模
様

　

（
メ
ル
パ
ル
ク
広
島
に
於
い
て
、
広

　

島
県
町
議
会
議
長
会
の
桑
原
会
長
よ

　

り
授
与
さ
れ
ま
し
た
）

総
務
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

20安芸太田町議会だより

委員会
レポート

議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会

地
方
創
生
調
査
特
別
委
員
会

広
島
県
町
議
会
議
長
会

自
治
功
労
者
表
彰　
　

　

足
元
に
は
菜
の
花
の
黄
色
、
見

上
げ
れ
ば
桜
の
ピ
ン
ク
色
と
、
彩

り
豊
か
な
新
年
度
を
迎
え
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
拡
大
後
、

初
め
て
小
中
学
校
の
入
学
式
に
招

い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
緊
張
の

面
持
ち
で
入
場
し
て
く
る
子
ど
も

達
の
姿
は
可
愛
ら
し
く
、
誇
ら
し

く
も
あ
り
ま
し
た
。

　

「
子
ど
も
達
の
未
来
を
守
る
」

た
め
、
現
状
も
大
切
で
す
が
、
何

十
年
か
先
の
町
の
あ
り
方
に
つ
い

て
議
論
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

将
来
を
見
据
え
た
町
づ
く
り
が
な

さ
れ
る
よ
う
、
今
後
も
働
き
か
け

を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
度
、
広
報
公
聴
特
別
委
員

会
で
は
コ
ロ
ナ
禍
で
止
ま
っ
て
い

た
公
聴
機
能
の
再
開
を
目
指
し
、

「
意
見
交
換
会
」
の
場
を
設
け
て

い
く
た
め
、
話
し
合
い
を
進
め
て

い
ま
す
。
実
現
に
向
け
て
、
一
丸

と
な
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
影
井
伊
久
美
）

編

集

後

記

♦
広
報
・
広
聴
調
査
特
別
委
員
会

　
　

委

員

長　

田
島　
　

清

　
　

副
委
員
長　

影
井
伊
久
美

　
　

委　
　

員　

斉
藤
マ
ユ
ミ

　
　
　
　
　
　
　

小
島　

俊
二


